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1．はじめに 
総務省は，2013 年に，日本の人口の 4 分の 1 以

上が高齢者，すなわち，65 歳以上であると推定し

た．そのような高齢化社会で，お年寄りを支える

ことは，重大な問題である．高齢者支援の 1 つの

側面が，社会的な交わりの維持や社会的な活動へ

の積極的な参加といった社会的なかかわり支援す

ることである．社会からの孤立と社会的支援の減

少は高齢者の認知障害のリスク要因になると報告

されている[1]． 

これらの問題に対処するために，Vardoulakis ら

[2]は，社会的な支援を孤立した高齢者に提供する

ことができるバーチャルエージェントを開発した．

システムのインタラクション機能の 1 つとして，

彼らのエージェントは，コンパニオンシップ対話

を提供している．話し相手となるエージェントと

の会話によりフラストレーションを感じているユ

ーザに安心感を与えるなどの効果が得られること

が，CASPER エージェント[3]によって既に示されて

いる．したがって，高齢者が対話エージェントと

より交流するようになると，交遊会話による効果

が高まる可能性がある．またそのためには，会話

において，システムが高齢者の好む話題を選択す

ることが重要な課題の１つである．[2]の調査では，

高齢者が対話エージェントと話したいと思う話題

が「天気」，「家族」と「将来計画」であると報

告されている．しかし，限られた種類の話題だけ

では，高齢者はエージェントとの対話に興味を失

う可能性があり，システムは徐々に使用されなく

なるかもしれない．そこで本研究では，Wikipedia

と高齢者自身が書いたブログから高齢者が好んで

話す話題を収集し，高齢者の発話内の単語から次

の話題を決定する方式を提案する． 

 

2．高齢者ブログの解析 
高齢者が好んで話す話題や，それに関連する話

題をみつけるために高齢者自身が作成しているブ

ログ記事を収集した．その中からトピックワード

を選択する方法を図１に示す． 

 
図１ トピックカテゴリー生成プロセス 

 

最初にブログサイト1から記事を集めた．そこで

は，ブロガーの性別や年齢によって記事が分類さ

れている．この研究では「70 代のシニア日記」を

使用し，年齢が 70 歳代である 172 人のブロガーに

よって書かれたブログ記事から本文を抽出した．

各々の記事のトピックワードは通常記事の前半に

出現することが多いと推測し，各々のブログテキ

ストの前半部分のテキストに対して形態素解析を

行い，99,788 個の名詞を取得した．そこから，数

字と未知語を除外することによって，41,355 の名

詞をトピックワードの候補として選択した．次に

41,355 個の中から使用頻度の高い上位 1000 個の名

詞を選択した．そして，「私」や「あなた」，

「これ，それ」といった代名詞などのトピックワ

ードとして妥当でないものを除外した．妥当でな

い語を除外するために Wikipedia 記事のカテゴリ

ータグを使用した．ウィキペディアのカテゴリー

タグはタイトル語がどのカテゴリーに属している

かを示す．また，タグは階層構造を持つ．カテゴ

リータグとして使用されている単語がトピックワ

ードのカテゴリー名として適切であると仮定し，

上位 1000 個の候補の中から Wikipedia のカテゴリ

ータグと一致した単語を「話題カテゴリー」とし

て利用することにした．その結果，高齢者ブログ

で頻繁に話題となる 219 個の単語を話題カテゴリ

ーと定義した． 

最後に，219 個の話題カテゴリーに属するトピッ

                             
1 http://www.blogmura.com/ 
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クワードを元の 41,355 個の名詞から選択した．こ

こでは最初に，各々の名詞の Wikipedia 記事を取

得し，記事内に示されるカテゴリーリストを使用

した．カテゴリーリストの単語が 219 個のトピッ

クカテゴリーに含まれているならば，その名詞を

トピックワードと認定した．トピックワードはト

ピックカテゴリーによって分類されるため，密接

に関連した話題を提供することができる． 

 次に，ブログ記事とトピックワードを使用し

てコンパニオンシップ対話のための質問リストを

生成した．ブログから文を抽出し，係り受け解析

を行い，主語+動詞+目的の文型になっており，か

つトピックワードを含む文を集めた．例えば，

「私は，昨日，スポーツをしました」という文か

ら「する(動詞）」と「スポーツ(目的語)」を抽出

した．そして，「スポーツをしますか？」という

エージェント質問を生成した．この他にも，スポ

ーツに関連した「”楽しむ”と”スポーツ”」や

「”観戦する”と”スポーツ”」の組を見つけた．

これらの組から「あなたは，スポーツを楽しみま

すか？」や「あなたは，スポーツを観戦します

か」といった質問が生成された．質問リストはト

ピックワードごとに準備されており，発話生成モ

ジュール（第 3 節で説明）で使用される．  

 

3．コンパニオンシップ対話 

先行研究[4]で開発した認知症高齢者のための対

話エージェントを拡張する形で実装を行った．ベ

ースとなるシステムでは，あらかじめ用意された

一連の質問を行い，会話中には韻律情報を元にフ

ィードバック，例えば相槌や頷きを返す機能を有

する．本研究で提案する新しい対話エージェント

のシステムアーキテクチャを図 2 に示す． 

 

入力モジュール:ユーザ発話の検知を行い，検知し

たユーザ発話から韻律情報を計算する．これらの

情報は発話理解モジュールに送られる． 

発話理解モジュール :ユーザ発話の音声認識には

google 自動音声認識（ASR）エンジンを使用する．

認識結果は対話管理モジュールに送られる． 

対話管理モジュール:このモジュールは音声認識，

発話検知，韻律情報の結果に基づきシステムの動

作を決定する．システムは 4 秒間ユーザ発話を待

つ．その間音声信号が見つからなかったら，シス

テムは出力として次の質問を選択する．音声信号

が見つかった場合は，[4]で実装されるように，韻

律情報に基づきフィードバックを決定する．現在

の実装では，エージェントのフィードバックとし

て頭部の頷きのみを行う．韻律情報が条件を満た

さなければ，発言生成モジュールで次の質問を生

成する． 

発話生成モジュール:このモジュールは前節で示し

た質問リストを使用して質問文を生成する．対話

管理モジュールから ASR の結果を受ける際，形態

素解析によって名詞を取得する．名詞がトピック 

 

 
図 2 システムアーキテクチャ 

 

ワードである場合には，それの話題カテゴリーを

参照する．次に，カテゴリー内からランダムに１

つトピックワードを選択する．そして，そのトピ

ックワードに関連した質問を質問リストからラン

ダムに１つ選択する． 

出力モジュール:エージェント発話時のリップシン

ク は ， Microsoft SAPI ベースの日本語 TTS 

(xpNavo）から得られた viseme を利用して実装し

た．エージェントの動作命令は Unity ゲームエン

ジンに送られる．Unity ではエージェントのうなず

きと viseme アニメーションが生成される．対話の

例を下に示す．この例では，システムはユーザ発

話から抽出された「夏」に関連したトピックワー

ドとして「かき氷」を選択している． 

System: 今年の夏はとても暑いですね． 

User: そうですね、猛暑ですね． 

System: あなたはカキ氷を食べましたか？ 

 

4．おわりに 

高齢者を長期的に支援する対話エージェント

を目指して，本研究は，高齢者によるブログ記

事を使用した話題選択方法を提案した．ウィキ

ペディアを用いてブログから得られた名詞を分

類することによって，高齢者が日常生活で話題

とするおよそ 3,000 個のトピックワードからな

る 219 個の話題カテゴリーを定めた． 
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